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始めたとか，さらには STAP 細胞スキャンダルの傍らで，青色 LED の発明によって3人ものノーベル物理学
賞の受賞者が出るとか，世界が驚いた奇跡のはやぶさの第2号が打ち上げられたとか，ありとあらゆる情報が
世界に発信され，好むと好まざるとにかかわらず日本のイメージとブランド力を左右し，創りあげている。ク
ール・ジャパンはいまやディープ・ジャパンとなりつつあるのだ。
私たちはこうした新しい動きや情報ツールのもたらす重みをしっかりと押えたうえで，インバウンド政策を
進めていく必要がある。同時に己を知るにはまず他国を知らねばならない。
ビジネスへの内政不干渉を方針としてきたアメリカが，今積極的にツーリズムにかかわろうとしている。ま
た世界的なホテルチェーンを展開しているアメリカの経営戦略とその歴史はどうなのか。さらには先にオリン
ピックを終え，ポスト五輪の観光作戦を今日着実に展開しつつある英国のオリンピック戦略をおさらいす
る──そうした日本インバウンドのあり方を考える基本作業が以下の論文である。
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